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日
本
中
で
長
野
県
の
南
部
だ

け
が
良
い
天
気
だ
っ
た
と
い
う

不
思
議
な
日
。
伐
木
造
材
の
実
践

で
し
た
。
今
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は

入
手
も
簡
単
で
手
軽
、
間
伐
に
は

欠
か
せ
な
い
道
具
に
な
り
ま
し

た
。
細
い
木
な
ら
三
十
秒
も
し
な

い
う
ち
に
倒
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
の
能
力
の
あ
る
も
の
で

す
か
ら
使
い
方
を
間
違
え
た
り
、

整
備
不
良
に
し
て
あ
っ
た
り
す
る

と
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
次
回
の
間
伐
を
初
め

森
林
塾
で
は
何
回
か
使
う
機
会
が

あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
れ
ば
一
年

間
で
、
何
と
か
使
え
る
程
度
に
は

な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
時
点
で
、
仮
免
許
を
お
渡
し

で
き
る
か
ど
う
か
、
見
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
方
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
次
に
使
う
時
も
先

生
方
や
イ
ン
ト
ラ
の
注
意
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。『
初
心
忘
る

可
か
ら
ず
』
で
す
よ
。

　
さ
て
二
日
目
は
下
草
刈
り
。
ま

ず
は
小
屋
横
の
市
有
林
。
背
の
高

い
ア
カ
マ
ツ
林
だ
っ
た
の
で
す
が

広
葉
樹
林
に
誘
導
す
べ
く
ア
カ
マ

ツ
を
伐
採
し
、
下
層
の
サ
ク
ラ
や

カ
エ
デ
な
ど
を
中
心
に
残
し
、
除

伐
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
今
年

初
め
て
サ
ク
ラ
に
花
が
咲
い
た
そ

う
で
す
の
で
何
年
か
す
る
と
伊
那

市
の
山
桜
の
名
所
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
楽
し
み
で
す
。

　
真
夏
と
同
じ
く
ら
い
の
暑
さ
の

な
か
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
自
分

で
研
い
だ
鎌
の
切
れ
味
は
如
何
で

し
た
か
。
す
ぐ
切
れ
る
若
者
に
は

手
を
焼
き
ま
す
が
、
切
れ
な
い
刃

物
も
困
り
も
の
。
職
人
さ
ん
の
使

う
道
具
の
切
れ
味
に
は
及
ば
な
く

と
も
、
そ
れ
な
り
に
切
れ
る
刃
物

を
使
い
た
い
も
の
で
す
。

　
締
め
は
来
年
の
植
林
予
定
地
で

の
地
拵
え
。
坂
野
の
指
導
に
よ
る

巻
き
落
と
し
。
本
気
で
や
る
と
大

汗
の
仕
事
で
す
が
こ
れ
が
な
か
な

か
面
白
い
。
綺
麗
に
縞
が
出
来
た

時
の
充
実
感
は
な
か
な
か
の
も

の
、「
え
っ
へ
ん
、
ど
う
だ
」
と
自

画
自
賛
し
て
、
だ
か
ら
山
仕
事
は

止
め
ら
れ
な
い
と
言
う
気
分
を
味

わ
え
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
先
生
方
の
あ
い
さ

つ
、
本
日
の
予
定
、
班
分
け

99999
時時時時時
　
四
班
に
分
か
れ
小
屋
の
南

側
で
な
た
の
使
い
方
お
よ
び

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
始
動
方
法

と
使
用
上
の
注
意
点
の
説
明

を
受
け
る
。
そ
の
後
玉
切
り

の
練
習
。
材
の
重
心
が
ど
こ

に
あ
る
か
考
え
て
切
る
こ
と
。

バ
ー
を
噛
ま
れ
た
ら
力
任
せ

に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
に
ト

ビ
や
矢
な
ど
を
使
っ
て
バ
ー

を
は
ず
す

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
保
科
先
生
に
よ
る

伐
倒
要
領
の
講
義
。
正
確
な

受
け
口
を
作
る
こ
と
、
そ
し

て
ツ
ル
を
し
っ
か
り
残
す
こ

と
1111111111
時時時時時
1010101010
分分分分分
　
ち
ょ
っ
と
早
い
が

昼
食

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分
　
歩
い
て
伐
倒
の
現

場
に
。
一
、
二
班
は
専
門
コ
ー

ス
で
使
っ
た
市
有
林
。
三
、
四

班
は
す
ぐ
西
側
の
ま
す
み
財

産
区
有
林
。
い
ず
れ
も
ア
カ

マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
主
と
し

た
混
交
林
で
、
下
層
に
ヒ
ノ

キ
、
サ
ワ
ラ
が
混
じ
り
、
相
当

に
込
ん
で
い
る

1212121212
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
班
に
分
か
れ
、
ま
ず

は
イ
ン
ト
ラ
の
デ
モ
伐
倒
。

立
木
の
重
心
が
ど
ち
ら
に
む

い
て
い
る
か
を
判
断
す
る
の

に
は
経
験
も
必
要
で
す
が
、

幹
の
傾
き
と
枝
張
り
の
合
計

で
す
の
で
慣
れ
な
い
う
ち
は

下
げ
振
り
（
コ
ン
パ
ス
な
ど

に
つ
い
て
い
る

錘
）
状
の
も
の

で
幹
の
傾
き
を

見
極
め
る
の
も

手
か
と
思
い
ま

す
。
あ
と
は
枝

張
り
を
よ
く
読

む
こ
と
で
す
。

倒
し
た
い
方
向

が
木
の
重
心
の

方
向
で
な
い
場

合
、
何
ら
か
の

方
策
が
必
要
に

つるが蝶番の役目をして倒れるのです

二年目の山浦さん、一日の長あり、かな？

背の先端はキックバックに注意です

イントラ椎原のデモ伐倒、見つめられてちょっと緊張

やまなみ森林組合の成田さん、完全武装
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な
っ
て
き
ま
す
。
一
人
一
本

は
倒
せ
た
よ
う
で
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持
っ
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小
屋
に
戻

る
。
班
ご
と
に
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
刃

の
研
磨
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
集
合
。
先
生
方
の
あ
い
さ

つ
。
本
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分
　
山
小
屋
横
の
市
所

有
山
林
で
の
樹
木
分
類
。
将

来
的
に
広
葉
樹
林
に
仕
立
て

よ
う
と
し
て
い
る
場
所
。

　
　
山
桜
を
中
心
と
し
た
林
で
中

を
散
歩
で
き
る
よ
う
に
と
考

え
て
い
る
。
現
在
四
種
類
の

桜
が
あ
る

99999
時時時時時
　
保
科
先
生
か
ら
カ
マ
の
研

ぎ
方
指
導
。
注
意
点
は
カ
マ

の
刃
に
手
を
沿
わ
し
て
ケ
ガ

を
し
な
い
よ
う
に
。

　
　
各
自
カ
マ
と
砥
石
を
持
っ

て
、
鳩
吹
公
園
の
中
を
流
れ

る
小
川
の
横
で
カ
マ
研
ぎ

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分
　
先
ほ
ど
樹
木
分
類

の
説
明
を
受
け
た
小
屋
西
の

林
で
下
草
刈
り

1010101010
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
一
時
間
ほ
ど
の
作

業
後
、
再
び
カ
マ
研
ぎ
。

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
分
乗
し
て
五
月
十

日
に
植
林
し
た
伊
那
市
西
春

近
の
真
向
沢
地
籍
に
あ
る
下

殿
島
区
有
林
へ

1111111111
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
現
場
に
到
着
、
昼

食
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分
　
下
草
刈
り
、
地
ご
し

ら
え
組
の
Ａ
、
Ｂ
班
に
分
か

れ
る
。
下
草
刈
り
は
以
前
に

植
林
し
た
場
所
。

     

地
ご
し
ら
え
は
坂
野
氏
か

ら
巻
き
落
と
し
の
説
明
。
ま

ず
最
初
に
等
高
線
に
な
る
よ

う
に
杭
を
打
つ
。
杭
は
現
地

調
達
。

　
　
刈
っ
た
灌
木
を
ク
ル

ク
ル
巻
き
に
し
て
斜
面

に
落
と
し
、
縞
を
作
る
。

注
意
点
と
し
て
、
岩
や

切
り
株
の
障
害
物
が
あ

る
と
き
は
橋
を
架
け
て

お
く
。

　
　
地
ご
し
ら
え
は
丁
寧

に
行
う
こ
と
。
そ
う
す

れ
ば
後
の
植
林
、
下
草

刈
り
が
楽
に
な
る

11111
時時時時時
55555
分分分分分
　
休
憩

11111
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
Ａ
班
、
Ｂ
班
交
代

22222
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
作
業
終
了
。
分
乗
し

小
屋
に
戻
る

33333
時時時時時
　
各
自
使
っ
た
鎌
を
研
ぐ

33333
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
先
生
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
解
散

参
加
者
／
井
上
さ
ん
、
江
尻
さ

ん
、
尾
形
さ
ん
、
長
部
さ
ん
、

梶
原
さ
ん
、
木
村
さ
ん
、
黒
岩

さ
ん
、
小
泉
さ
ん
、
小
山
さ

ん
、
斉
藤
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、

下
平
さ
ん
、
館
野
さ
ん
、
坪
内

さ
ん
、
成
田
さ
ん
夫
妻
、
長
谷

川
さ
ん
、
塙
さ
ん
、
渕
上
さ

ん
、
松
田
さ
ん
、
宮
沢
さ
ん
、

山
下
さ
ん
、
山
田
さ
ん
、
和
辻

さ
ん
、
風
見
さ
ん
、
長
坂
さ

ん
、
桃
澤
さ
ん
、
山
浦
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
石
原
、
大
野
、
川
島
、

後
藤
、
椎
原
、
中
村
、
平
林
、

藤
原
、
坂
野
、
此
村
、
早
川

取
材
／
チ
ル
チ
ン
び
と

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
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日日日日日
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）
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）
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）
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）

（
木
）
〜〜〜〜〜
66666
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
間
伐
の
続
き
を
お
こ
な
い
ま

す
。
前
回
の
現
場
を
使
う
予
定
で

す
。
重
心
と
逆
方
向
に
倒
し
た
り

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
各

自
の
判
断
に
よ
り
倒
し
方
を
決
め

て
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

8
時
30
分
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
集

合
。
必
要
な
道
具
と
お
弁
当
も
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
多
少
の
雨

な
ら
や
り
ま
す
の
で
雨
具
も
必

携
。

第
七
第
七
第
七
第
七
第
七
・・・・・
八
回
　
間
伐

八
回
　
間
伐

八
回
　
間
伐

八
回
　
間
伐

八
回
　
間
伐

77777
月月月月月
1919191919
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）
2020202020
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
保
残
木
マ
ー
ク
法
に
よ
る
間
伐

を
お
こ
な
い
ま
す
。
筆
記
用
具
、

電
卓
も
要
り
ま
す
。
8
時
30
分
島

﨑
先
生
の
山
小
屋
集
合
。
担
当
は

一
日
目
島
﨑
先
生
、
二
日
目
は
保

科
先
生
。

　
も
う
通
年
コ
ー
ス
も
中
間
点
に

な
り
ま
す
。
19
日
の
夕
方
か
ら
暑

気
払
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
実
費
必

要
（
千
円
く
ら
い
か
な
）
翌
日
も

間
伐
の
続
き
が
あ
り
ま
す
の
で
ほ

ど
ほ
ど
に
。

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

8
月
1
日
（
木
）
〜
3
日
（
土
）

樹
木
分
類
、
測
樹
か
ら
伐
木
造

材
、
間
伐
、
で
き
れ
ば
伐
出
ま
で

募
集
開
始
し
ま
し
た
。
7
月
9
日

募
集
締
め
切
り

 

こ
ん
に
ち
は
、
今
回
リ
レ
ー
通

信
を
書
き
ま
す
斉
藤
満
で
す
、
よ

ろ
し
く
。

〈
自
己
紹
介
〉

〈
自
己
紹
介
〉

〈
自
己
紹
介
〉

〈
自
己
紹
介
〉

〈
自
己
紹
介
〉　
昭
和
三
十
七
年

生
ま
れ
、
も
う
す
ぐ
四
十
歳
、
妻
、

子
供
が
男
の
子
六
歳
、
女
の
子
二

夢の地を求めて夢の地を求めて夢の地を求めて夢の地を求めて夢の地を求めて
　　　　　                              斉藤　満斉藤　満斉藤　満斉藤　満斉藤　満

涼しい尾根で先生方は休憩中。さて、どう手をつけるか、ウーン難しい

まだ草本がそれほど入り込んでいないので下刈りは楽でした

長部、成田、松田の頑張りトリオの巻き落とし

公園のせせらぎが田んぼの小川に早変わり、並んで鎌を研ぐ

山仕事の楽しさを全国に広めましょう
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     カナダで山仕事カナダで山仕事カナダで山仕事カナダで山仕事カナダで山仕事
　　　　小山　覚弘　　　　小山　覚弘　　　　小山　覚弘　　　　小山　覚弘　　　　小山　覚弘

名
前
・
特
徴
、
木
の
組
織
に
つ
い

て
、
木
の
主
成
分
で
あ
る
セ
ル

ロ
ー
ス
・
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
・
リ

グ
ニ
ン
の
抽
出
実
験
、
緑
化
の
仕

方
な
ど
な
ど
…
。
教
室
、
紙
の
上

で
の
勉
強
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

気
は
無
い
で
す
。
で
も
、
実
際
に

山
に
入
っ
て
植
物
、
キ
ノ
コ
、
山

菜
な
ど
手
に
取
っ
て
見
た
り
、

触
っ
た
り
し
た
方
が
良
い
し
、
木

の
組
織
も
、
材
を
加
工
し
な
が
ら

学
ん
だ
方
が
勉
強
に
な
る
は
ず
で

す
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
の
こ
ぎ
り
、

鉈
（
な
た
）
の
使
い
方
、
木
の
測

り
方
な
ん
か
は
、
本
物
の
木
を
相

手
に
や
る
の
が
一
番
で
す
。
一

応
、
農
大
に
は
奥
多
摩
に
演
習
林

が
あ
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が

世
田
谷
に
あ
る
と
い
う
事
は
、
な

か
な
か
そ
れ
が
望
め
ま
せ
ん
。

（
他
の
大
学
に
比
べ
る
と
、
多
い

よ
う
で
す
が
…
）
そ
ん
な
時
、
本

屋
で
古
民
家
生
活
術
な
る
本
を
見

歳
の
四
人
家
族
で
す
。
仕
事
は
、

金
属
加
工
業
、
カ
メ
ラ
や
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
の
部
品
を
製
造
し

て
い
る
中
小
企
業
で
す
。

　
趣
味
は
料
理
と
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

で
、
料
理
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
と
餃

子
が
得
意
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

は
、
も
っ
ぱ
ら
テ
レ
ビ
で
見
て
熱

く
な
る
事
で
す
。
野
球
は
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
、
二
十
五
年
来
の
大

フ
ァ
ン
で
す
。
長
野
県
に
来
て
か

ら
は
、
テ
レ
ビ
で
放
映
が
少
な

く
、
そ
れ
に
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
で
は
、
パ
リ
ー
グ
と
同
じ

扱
い
で
悲
し
い
。
今
年
は
優
勝
で

す
。

　
サ
ッ
カ
ー
は
、
ジ
ュ
ビ
ロ
が
好

き
で
、
中
山
が
好
き
で
す
。
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
出
場
し
た
の
に
、
ま
さ
か
ま
さ

か
、
ト
ル
コ
に
負
け
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
十
八
日
、
会
社

へ
日
本
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
出

勤
、
上
着
だ
け
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
で

仕
事
し
な
が
ら
の
ラ
ジ
オ
観
戦

だ
っ
た
が
、
が
っ
く
り
、
負
け
て

し
ま
っ
た
。
会
社
の
皆
か
ら
や
妻

か
ら
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
着
た
か
ら
負

け
た
ん
だ
ゾ
ー
と
、
ブ
ー
イ
ン
グ

の
嵐
で
し
た
。

　
写
真
も
好
き
で
す
。
二
十
年
く

ら
い
や
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
少

し
お
休
み
中
で
す
。

〈
現
住
所
〉

〈
現
住
所
〉

〈
現
住
所
〉

〈
現
住
所
〉

〈
現
住
所
〉　
駒
ヶ
根
市
東
伊
那

は
、
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
の
あ
る

伊
那
市
よ
り
、
南
東
に
約
十
キ

ロ
、
天
竜
川
の
東
側
に
位
置
し
ま

す
。
東
伊
那
は
日
本
で
、
三
、
四

番
目
に
日
照
時
間
の
長
い
と
こ
ろ

で
、
お
米
も
、
野
菜
も
、
果
物
も
、

大
変
美
味
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
特

に
僕
の
お
勧
め
は
、
夏
に
採
れ
る

ス
イ
カ
で
す
。
以
前
は
ス
イ
カ
が

嫌
で
し
た
が
、
東
伊
那
ス
イ
カ
を

食
べ
て
か
ら
は
、
夏
に
な
る
の
が

待
ち
遠
し
い
。
農
家
の
人
に
聞
く

と
、
朝
晩
の
寒
暖
の
差
が
ス
イ
カ

を
美
味
し
く
さ
せ
る
の
だ
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。

〈
Ｉ
タ
ー
ン
〉

〈
Ｉ
タ
ー
ン
〉

〈
Ｉ
タ
ー
ン
〉

〈
Ｉ
タ
ー
ン
〉

〈
Ｉ
タ
ー
ン
〉　
現
在
暮
ら
し
て

い
る
駒
ヶ
根
市
に
は
三
年
前
に
Ｉ

タ
ー
ン
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
以

前
は
名
古
屋
市
に
住
ん
で
お
り
ま

し
た
が
、
長
男
の
喘
息
と
ア
ト

ピ
ー
を
治
し
た
く
て
、
こ
の
地
に

来
ま
し
た
。
名
古
屋
で
は
、
医
者

か
ら
飲
み
薬
や
塗
り
薬
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
が
、
治
る
気
配
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
供
の

将
来
を
考
え
る
と
心
配
に
な

り
、
僕
達
夫
婦
は
苦
労
し
て

も
、
子
供
が
健
康
で
い
て
く

れ
れ
ば
良
い
。
そ
れ
で
、
田
舎

暮
ら
し
と
い
う
本
で
、
駒
ヶ

根
市
の
移
住
者
募
集
を
見
て
、

移
住
を
決
め
ま
し
た
。
長
男

は
元
気
で
、
保
育
園
に
通
っ

て
い
ま
す
。

〈
田
ん
ぼ
の
会
〉

〈
田
ん
ぼ
の
会
〉

〈
田
ん
ぼ
の
会
〉

〈
田
ん
ぼ
の
会
〉

〈
田
ん
ぼ
の
会
〉　
地
元
の
お
年

寄
り
と
Ｉ
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
で
作
る

会
で
す
。
米
作
り
を
通
し
て
、
交

流
を
し
て
、
漬
物
作
り
や
わ
ら
細

工
な
ど
を
学
び
、
田
植
え
、
草
刈

り
、
水
田
の
管
理
、
稲
刈
り
、
最

後
に
収
穫
し
た
米
や
野
菜
で
料
理

を
作
り
、
楽
し
く
交
流
を
す
る
会

で
す
。
う
ち
の
子
供
達
も
農
作
業

に
参
加
し
て
、
泥
だ
ら
け
に
な
り

な
が
ら
田
植
え
、
稲
刈
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

〈
家
〉

〈
家
〉

〈
家
〉

〈
家
〉

〈
家
〉　
東
伊
那
に
土
地
を
去
年
買

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
今
年
十
月
末

着
工
で
来
年
四
月
上
旬
に
完
成
予

定
で
家
を
建
て
ま
す
。
木
造
二
階

建
て
、
予
算
が
少
な
い
の
で
木
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
う
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
内
装
に
は
、
床
は
ア
カ

マ
ツ
材
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
壁
は

漆
喰
に
す
る
計
画
で
進
め
て
い
ま

す
。
子
供
の
こ
と
を
考
え
て
、
な

る
べ
く
天
然
素
材
を
多
く
使
っ
た

家
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
長
男
は
自
分
専
用
の
砂
場
と

滑
り
台
を
作
る
と
い
っ
て
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
家
を
建
て
る
に
あ
た
り
、
い
ろ

ん
な
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店

に
、
国
産
材
と
外
材
の
事
を
聞
い

て
い
く
と
、
国
産
材
は
高
い
、
外

材
は
安
い
と
い
う
の
で
す
。
僕
が

調
べ
る
と
、
国
産
材
は
原
木
は
安

い
が
、
製
材
に
手
間
が
か
か
る
と

か
、
切
り
出
し
に
手
間
が
か
か
る

と
か
、
輸
送
コ
ス
ト
が
高
い
と

か
、
人
件
費
が
高
く
、
結
果
国
産

材
は
高
い
と
わ
か
っ
た
。
反
対
に

外
材
は
、
原
木
は
高
い
が
流
通
コ

ス
ト
が
安
い
の
で
、
結
果
安
い
と

わ
か
っ
た
。
で
も
な
ぜ
近
く
に
山

が
あ
る
長
野
県
な
の
に
、
見
向
き

も
し
な
い
こ
と
に
悲
し
く
思
っ

た
。

　
家
に
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
か
、
ペ

チ
カ
を
入
れ
る
の
で
、
近
く
の
山

で
間
伐
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
木
を
見
る
と
、
僕
に
は

宝
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
落
ち
て
い
る
よ
う

に
こ
の
ご
ろ
見
え
て
、
あ
れ
を
薪

に
し
た
ら
と
思
い
、
山
主
に
頼
ん

で
、
分
け
て
も
ら
お
う
と
目
を
つ

け
て
い
ま
す
。

〈
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
〉

〈
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
〉

〈
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
〉

〈
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
〉

〈
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
〉　
初
日
の
植

林
の
作
業
で
皆
さ
ん
（
通
年
コ
ー

ス
生
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
先

生
）
と
お
会
い
し
ま
し
た
。
卒
業

生
の
太
田
さ
ん
が
言
わ
れ
た
の
と

少
し
感
じ
が
違
う
よ
う
に
初
め
は

思
い
ま
し
た
が
、
自
己
紹
介
の
あ

た
り
か
ら
、
酒
が
入
り
始
め
る
と

皆
さ
ん
の
顔
が
に
わ
か
に
変
わ

り
、
話
に
も
花
が
咲
き
、
島
﨑
先

生
の
歌
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
早
川
さ

ん
の
歌
な
ど
楽
し
い
時
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
こ
れ
が
本
当
の
森
林
塾

な
ん
だ
と
、
こ
れ
が
集
ま
っ
た

人
々
の
こ
の
森
林
塾
に
か
け
る
思

い
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
の
講
習
か
ら
、
早
く
み
ん
な

に
会
い
た
い
、
ま
た
終
わ
る
と
そ

の
次
の
講
習
が
待
ち
遠
し
く
て
待

ち
遠
し
く
て
、妻
が
「
今
日
は
、す

ご
く
楽
し
そ
う
な
顔
し
て
い
る

ね
」
と
ち
ゃ
か
し
ま
す
。

　
森
林
、
山
造
り
の
事
と
、
友
人

作
り
を
こ
の
塾
で
学
び
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

〈〈〈〈〈
環環環環環
境境境境境
〉〉〉〉〉　　　　　
こ
の
伊
那
谷
で
も
い

た
る
と
こ
ろ
に
、
不
法
投
棄
の
ゴ

ミ
が
年
々
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
僕
達
の
手
で
、
山
を
森
林

を
整
備
し
て
、
不
法
投
棄
を
無
く

し
、
そ
し
て
間
伐
さ
れ
た
木
は
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、

ペ
レ
ッ
ト
に
し
て
ス
ト
ー
ブ
や
風

呂
な
ど
に
使
え
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
が
、
僕
の
考
え
は
、
例
え
ば

間
伐
材
で
パ
ソ
コ
ン
を
作
る
、
カ

メ
ラ
を
作
る
、
内
部
の
小
さ
な
部

品
か
ら
外
部
の
フ
レ
ー
ム
ま
で
、

あ
と
板
材
に
し
て
そ
れ
を
パ
イ
プ

の
様
に
し
て
自
転
車
や
物
干
し
、

<< <<<

KKKKK
OOOOO
AAAAA
に
至
っ
た
経
緯

に
至
っ
た
経
緯

に
至
っ
た
経
緯

に
至
っ
た
経
緯

に
至
っ
た
経
緯>> >>>

　　　　　
改
め
ま
し
て
、
僕
が
、
小
山
覚

弘
（
コ
ヤ
マ
ア
キ
ヒ
ロ
）
と
い
い

ま
す
。
今
年
か
ら
の
参
加
で
、
埼

玉
県
志
木
市
か
ら
来
て
い
ま
す
。

　
自
分
は
今
、
東
京
農
業
大
学
の

学
生
で
、
地
域
環
境
科
学
部
、
森

林
総
合
科
学
科
の
二
年
生
で
す
。

森
林
を
総
合
的
に
学
ぶ
の
だ
か

ら
、
色
々
な
方
面
か
ら
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。
環
境
問
題
、
植
物
の

工
事
の
足
場
に
す
る
と
か
、
そ
ん

な
こ
と
が
将
来
は
出
来
る
と
思
い

ま
す
。
出
来
れ
ば
良
い
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
林
業
も
環
境
も
森
林

も
良
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

〈
将
来
の
夢
〉

〈
将
来
の
夢
〉

〈
将
来
の
夢
〉

〈
将
来
の
夢
〉

〈
将
来
の
夢
〉
自
分
の
力
で
米
を

作
り
た
い
。
そ
し
て
美
味
し
い
ご

飯
を
食
べ
た
い
。
麦
も
作
り
た

い
。
パ
ン
を
石
窯
で
焼
き
、
食
べ

た
い
。
山
を
借
り
、
山
造
り
を
し

た
い
。
そ
し
て
子
供
と
一
緒
に
作

業
を
し
て
、
親
子
で
楽
し
み
た

い
。

　
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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◆
コ
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ム
◆

 

小
学
校
の
頃
図
工
の
先
生
が
版

画
の
時
間
に
「
切
れ
な
い
彫
刻
刀

ほ
ど
手
を
切
る
ぞ
」
と
い
っ
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
る
。
当
時
、
切

れ
な
い
の
に
な
ぜ
手
が
切
れ
る
ん

だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
先
生
は
切
れ

な
い
か
ら
力
で
切
ろ
う
と
し
て
力

を
入
れ
て
る
と
あ
ら
ぬ
方
向
に
刃

物
が
飛
ん
で
、
け
が
を
す
る
と

い
っ
た
。な
る
ほ
ど
。
思
え
ば
、切

れ
な
い
刃
物
は
ろ
く
な
こ
と
が
な

い
。
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
は
仕
上

が
り
が
悪
い
し
、
包
丁
は
、
だ
い

た
い
気
分
が
悪
い
。

 

旋
盤
も
フ
ラ
イ
ス
盤
も
切
れ
な

い
と
い
い
仕
事
は
で
き
な
い
し

や
っ
ぱ
り
気
分
が
悪
い
。
動
力
機

械
で
は
熱
で
刃
物
も
参
っ
て
し
ま

う
。
刃
物
は
思
い
や
る
気
持
ち
と

必
要
な
注
意
を
払
っ
て
使
う
物
の

よ
う
だ
。

　
あ
る
本
で
、「
道
具
は
心
で
使

え
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
丁
寧
な

手
入
れ
と
思
い
や
り
の
あ
る
使
い

方
で
、
刃
物
は
そ
れ
に
答
え
て
く

れ
る
と
思
う
。
ま
ず
は
道
具
を
知

る
こ
と
か
。

　
鎌
の
刃
は
ど
の
ぐ
ら
い
も
ろ
い

の
か
。
厚
さ
は
。
砥
石
は
ど
ん
な

種
類
が
あ
る
。
弱
点
は
。
製
造
者

（
鍛
冶
屋
）
に
よ
る
個
性
は
ど

う
？
硬
い
が
も
ろ
い
か
。
け
っ
こ

う
硬
い
け
ど
欠
け
に
く
い
か
。
い

い
な
あ
。
こ
れ
で
楽
し
い
仕
事
が

で
き
る
。
道
具
も
大
切
な
か
わ
い

い
物
に
な
る
。

　
仕
事
そ
の
も
の
と
、
刃
物
の
手

入
れ
。
こ
れ
は
表
裏
一
体
と
い
う

気
が
し
て
い
た
が
こ
の
ご
ろ
で
は

替
え
刃
式
の
工
具
も
増
え
て
き

た
。
少
し
寂
し
い
。
先
日
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
替
え
刃
式
の
の
み
を

見
た
。
の
み
の
刃
は
使
い
捨
て
？

近
く
に
か
ん
な
の
替
え
刃
式
も

あ
っ
た
。
そ
ん
な
馬
鹿
な
。
お
お

い
に
寂
し
い
。
刃
物
職
人
は
ど
う

な
の
。
使
い
捨
て
で
い
い
な
ら
そ

う
い
う
焼
き
入
れ
し
か
し
な
い
。

で
も
、
刃
物
の
手
入
れ
の
熟
練
を

ク
リ
ア
し
な
く
て
も
仕
事
そ
の
も

の
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も

い
え
る
。
で
も
な
あ
…
本
当
は
森

林
塾
の
よ
う
に
手
入
れ
の
楽
し
さ

か
ら
入
れ
る
と
い
い
。

　
今
日
は
、
鎌
の
切
れ
が
悪
か
っ

た
。
と
い
う
こ
と
は
研
ぎ
が
わ
る

い
。
今
日
は
短
時
間
の
作
業
だ
っ

た
が
長
時
間
切
れ
味
が
持
つ
か
で

ま
た
研
ぎ
の
善
し
悪
し
の
差
が
出

る
と
思
う
。
研
ぎ
が
う
ま
く
で
き

た
ら
す
ご
く
い
い
。
先
日
店
で
鎌

を
手
に
と
っ
て
見
て
い
た
ら
手
を

切
っ
て
し
ま
い
血
が
止
ま
ら
ず

焦
っ
た
。
し
か
し
切
れ
る
刃
物
で

の
け
が
は
治
り
も
早
い
よ
う
で
助

か
る
。
や
は
り
刃
物
は
切
れ
る
ほ

う
が
い
い
。
そ
し
て
手
入
れ
し
て

長
く
使
え
る
刃
物
を
大
切
に
使
い

た
い
と
思
う
。﹇
カ
ブ
夫]
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と
こ
ろ
で
昨
日
は
下
草
刈
り
で

「
ま
つ
お
う
じ
」
と
い
う
き
の
こ

を
は
じ
め
て
採
り
、
保
科
先
生
に

「
煮
物
に
」
と
教
わ
っ
て
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
洗
っ
て
み
た
ら
た
く

さ
ん
虫
が
入
っ
て
い
て
、
柄
の
部

分
だ
け
が
食
べ
ら
れ
そ
う
で
し

た
。
と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
る

し
香
り
も
強
い
の
で
ご
は
ん
に
し

て
み
ま
し
た
。
ま
つ
お
う
ご
は
ん

で
す
。
香
り
は
松
の
よ
う
な
さ
わ

や
か
な
感
じ
で
、
食
べ
た
感
じ
は

し
っ
か
り
し
た
歯
ご
た
え
が
マ
ツ

タ
ケ
の
よ
う
で
し
た
。
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
で
も
味
見
に
少
し

持
っ
て
い
っ
た
実
家
の
私
の
父
は

「
煮
物
に
し
た
い
」
と
い
っ
て
い

ま
し
た
が
。

　
ひ
と
つ
お
分
け
し
た
後
藤
さ
ん

は
す
き
焼
き
に
し
た
の
で
し
ょ
う

か
…
あ
ま
り
採
れ
な
い
き
の
こ
と

い
う
こ
と
で
、
早
川
さ
ん
も
食
べ

た
こ
と
な
い(

？)

よ
う
で
し
た
の

で
、
マ
ツ
オ
ウ
ジ
レ
ポ
ー
ト
で
し

た
。﹇
成
田
Ｋ
﹈　

　
編
集
注
・
こ
の
き
の
こ
ア
ル

コ
ー
ル
と
は
相
性
が
悪
い
そ
う
な

の
で
ご
注
意
を
。
生
や
食
べ
す
ぎ

に
も
注
意

◆◆◆◆◆
おおおおお
わわわわわ
りりりりり
ににににに
◆◆◆◆◆

　

森
林
塾
で
使
っ
た
現
場
は
き
れ

い
に
し
て
山
主
さ
ん
に
お
返
し
し

ま
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
用
な
ど
で
材

必
要
な
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

つ
け
、
そ
の
本
の
中
で
森
林
塾
を

見
つ
け
た
訳
で
す
。

<< <<<
自
然
に
興
味
が
あ
る
訳

自
然
に
興
味
が
あ
る
訳

自
然
に
興
味
が
あ
る
訳

自
然
に
興
味
が
あ
る
訳

自
然
に
興
味
が
あ
る
訳>> >>>

　
そ
も
そ
も
人
は
、（
た
と
え
ば
、

鳥
・
熊
な
ど
が
、
自
然
の
中
で
暮

ら
す
の
と
同
じ
様
に
）
海
・
山
な

ど
、
自
然
の
中
で
暮
ら
し
て
き
た

訳
で
す
。
そ
う
い
っ
た
、
も
と
も

と
の
生
物
と
し
て
の
生
き
方
を
す

べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。
い
や
、

む
し
ろ
普
通
な
事
で
す
。
そ
う

い
っ
た
所
か
ら
自
然
に
興
味
を
持

ち
、
今
の
よ
う
な
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。

<< <<<

夢夢夢夢夢>> >>>

　　　　　
近
い
将
来
、（
全
て
を
原
始
的

な
生
活
で
、
と
い
う
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
）
元
々
の
人
間
ら
し
い

所
を
残
し
つ
つ
生
き
て
い
け
る
よ

う
な
、
林
業
と
か
農
業
と
か
、
そ

う
い
っ
た
自
然
に
関
わ
れ
る
よ
う

な
事
を
し
て
生
活
で
き
れ
ば
…
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
、
現
在
の
日
本
の
林

業
で
は
、
食
べ
て
い
け
な
い
、
仕

事
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。
そ
れ

に
、
農
業
・
林
業
は
、
実
家
が
山
・

畑
を
持
っ
て
な
い
と
、
自
分
の
代

か
ら
始
め
る
の
は
難
し
い
。
だ
か

ら
、
林
野
庁
に
就
職
す
る
と
か
、

山
造
り
が
出
来
る
よ
う
に
腕
を
磨

い
て
、
山
の
持
ち
主
の
と
こ
ろ
で

働
か
せ
て
も
ら
う
と
か
、
色
々
考

え
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
日
本
に
お
い
て
林
業
で

は
、
食
べ
て
い
け
な
い
と
い
う
事

か
ら
、
そ
れ
な
ら
外
国
で
は
ど
う

だ
ろ
う
と
思
い
、
木
材
や
パ
ル
プ

の
生
産
で
有
名
な
カ
ナ
ダ
が
浮
か

び
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
な
ら
（
専

業
で
）
林
業
を
し
な
が
ら
、
山
暮

ら
し
を
や
っ
て
い
け
る
の
で
は

…
、
そ
う
考
え
た
ら
、
も
う
移
住

す
る
し
か
な
い
！
！
と
い
う
よ
う

な
勝
手
な
妄
想
に
ふ
け
る
毎
日
で

す
。

　
余
談
で
す
が
、
カ
ナ
ダ
の
一
番

の
魅
力
は
オ
ー
ロ
ラ
だ
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
が
、
ど
う
し
て
も
行
っ

て
、
見
た
い
の
で
す
。（
で
き
れ

ば
、
見
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
…
）

オ
ー
ロ
ラ
と
い
え
ば
、
自
然
の
美

し
い
三
大
現
象
の
一
つ
で
、
あ
と

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
と
…
…
忘

れ
ま
し
た
（
誰
か
教
え
て
下
さ

い
）。
そ
の
う
ち
、
カ
ナ
ダ
で
は
二

つ
も
見
え
る
の
で
す
！
い
い
国
で

す
よ
ね
ぇ
〜
。
誰
か
カ
ナ
ダ
経
験

の
あ
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お

願
い
致
し
ま
す
。

<< <<<

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記>> >>>

　　　　　
リ
レ
ー
通
信
の
順
番
が
つ

い
に
廻
っ
て
来
て
し
ま
い
ま

し
た
。
森
林
塾
通
信
二
、
三
号

に
載
っ
た
方
達
の
を
読
ん
で

み
る
と
、
内
容
は
興
味
深
い

し
、
た
く
さ
ん
書
い
て
あ
り
ま

す
。
頭
を
抱
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
何
を
書
い
た
ら
い
い
の
か
、

散
々
考
え
ま
し
た
。
結
局
は
、「
自

分
は
、
自
分
！
他
人
は
、
他
人
！
」

と
改
め
て
思
い
直
し
て
、
何
と
か

書
き
始
め
ら
れ
た
の
で
す
が
…
、

遅
れ
て
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。

<< <<<
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同
じ
市
に
住
む
二
年
目
の
塩

谷
さ
ん
の
家
に
、
こ
の
前
、
バ
イ

ト
（
ピ
ザ
の
配
達
）
で
行
っ
て
来

ま
し
た
。
今
年
は
あ
ま
り
参
加
で

き
な
い
と
の
事
で
す
が
、
面
白
い

お
話
を
た
く
さ
ん
聞
け
そ
う
な
、

と
て
も
い
い
方
で
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
み
な
さ
ん
よ
り
も

経
験
が
浅
く
、
知
ら
な
い
事
だ
ら

け
で
す
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
に
来
て
い
る

方
々
、
誰
と
話
し
て
も
知
ら
な
い

事
だ
ら
け
で
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
、
楽
し
い
で
す
。
僕
に
と
っ
て
、

み
な
さ
ん
の
話
は
宝
の
山
で
す
。

自
分
の
現
在
や
っ
て
い
る
活
動
、

夢
、
自
然
に
つ
い
て
語
り
た
い
事

な
ど
な
ど
、
何
で
も
聞
き
ま
す
。

是
非
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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セ
ル
フ
ビ
ル
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
八
ヶ
岳
が
「
家
づ
く
り
に
山
の

風
」と
題
し
て
7
月
14
日（
日
）富

士
見
町
葛
窪
区
に
て
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
基
調
講
演
は
有
賀
製
材
所

代
表
の
有
賀
進
さ
ん
、
そ
の
他
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
や
家
づ
く
り
実
例

見
学
な
ど
。
参
加
費
千
円

　
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
通


